
 

持
高
は
農
民
の
経
済
階
層
を
表
す
も
の
と
し
て
従
来
か
ら
着
目
さ
れ
、
持
高
で
表
さ
れ
る
階
層
に
よ
り
出

生
・
結
婚
お
よ
び
人
口
再
生
産
、
家
の
存
続
に
関
し
て
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
持
高
階
層
の
上
層
ほ
ど
結
婚
率
、
出
生
率
が
高
く
、
再
生
産
に
お
い
て
優
っ
て
い
る
と
い
う
。
本
研
究

で
扱
う
宗
門
改
帳
に
は
、
持
高
が
約
半
数
程
度
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
嶋
清
志 

 

宗
門
帳
に
お
け
る
記
載
は
す
べ
て
数
え
年
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
年
齢
の
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。
数
え

 

宗
門
に
関
し
こ
の
地
域
で
は
、
浄
土
真
宗
が
優
勢
で
あ
る
が
、
他
の
宗
門
門
徒
も
存
在
し
、
そ
の
宗
門
間

の
比
較
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
宗
門
の
影
響
に
つ
い
て
比
較
研
究
す
る
に
は
、
同
じ
地
域
、
あ
る

い
は
少
な
く
と
も
地
域
的
条
件
の
似
通
っ
た
住
民
間
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。遠
く
離
れ
て
地
域
的
条
件

が
異
な
る
住
民
間
で
比
較
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
条
件
が
そ
の
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
浄
土
真
宗
は
村
ぐ
る
み
で
布
教
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
村

の
中
で
は
他
宗
門
徒
に
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
（
喜
多
村
二
〇
〇
五
）
か
ら
、
同
じ
地
域
に

お
い
て
宗
門
間
で
ど
の
程
度
の
意
識
、
行
動
の
差
が
生
ま
れ
る
も
の
か
疑
問
も
あ
る
。
本
稿
で
は
と
も
か
く

石
見
銀
山
領
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
出
生
率
が
他
宗
門
に
比
べ
て
高
い
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
分
析
す
る
。 

 

結
婚
率
と
は
初
婚
・
再
婚
・
死
離
別
の
発
生
率
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
配
偶
関
係
、
す
な
わ
ち
既
婚
か
未

婚
か
、
ま
た
既
婚
の
場
合
、
有
配
偶
か
死
離
別
か
と
い
う
状
態
の
構
成
割
合
を
表
す
。
出
生
率
に
つ
い
て
は

結
婚
率
に
よ
っ
て
除
し
結
婚
出
生
率
（
有
配
偶
出
生
率
お
よ
び
既
婚
出
生
率
）
を
求
め
る
。
出
生
率
は
こ
の

結
婚
率
と
結
婚
出
生
率
の
両
面
か
ら
決
め
ら
れ
る
。
堕
胎
・
間
引
き
の
出
生
率
へ
の
影
響
を
考
え
る
場
合
に

は
、
こ
の
両
者
の
う
ち
後
者
を
通
し
て
出
生
率
に
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
宗
門
改
帳
（
宗
門
帳
）
は
、
島
根
大
学
図
書
館
所
蔵
の
熊
谷
家
文
書
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
そ
の
主

要
部
分
が
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
さ
れ
て
い
る(

３)
。
そ
こ
に
は
、
一
時
点
（
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、
一
部

文
久
四
年
）
に
お
け
る
六
三
村
、
二
八
、
八
四
六
人
を
含
む
。
た
だ
し
、
銀
山
町
は
こ
の
宗
門
改
帳
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
各
女
性
の
属
す
る
家
の
宗
門
別
の
出
生
率
（fertility

、
出
生
力
）
と
こ
れ
に

関
連
す
る
結
婚
率
（nuptiality

、
結
婚
力
）
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
、
重
要
な
社
会
階
層

で
あ
る
持
高
別
階
層
の
出
生
率
を
分
析
し
て
お
く
。 

 

浄
土
真
宗
門
徒
に
つ
い
て
そ
の
教
義
の
影
響
か
ら
堕
胎
・
間
引
き
を
忌
避
す
る
た
め
出
生
率
・
人
口
増
加

率
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
宮
本
一
九
六
一
、
有
元
一
九
九
七
、
立
浪
一
九
九
七
）
が
、
こ
の
こ
と
に

関
し
て
人
口
史
学
・
歴
史
人
口
学
に
お
い
て
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い(

２)

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
石
見

銀
山
領
の
宗
門
改
帳
を
用
い
て
こ
の
命
題
の
検
証
に
取
り
組
み
た
い
。 

は
じ
め
に 

後
で
見
る
よ
う
に
、
持
高
に
つ
い
て
の
出
生
・
結
婚
へ
の
影
響
は
、
か
な
り
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

最
後
に
宗
門
別
の
出
生
率
や
結
婚
率
の
背
後
に
持
高
の
影
響
が
潜
ん
で
い
な
い
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
持

高
に
分
け
て
、
そ
の
上
で
宗
門
の
間
の
比
較
を
行
う
。 

石
見
銀
山
領
の
社
会
階
層
別
出
生
率
と
結
婚
率(

１)

‐
真
宗
の
出
生
率
は
高
い
か
？ 
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各
家
の
戸
主
の
平
均
年
齢
は
、
表
１
の
よ
う
に
、
持
高
と
の
関
係
を
み
る
と
、
一
石
未
満
と
一
〇
石
以
上

で
他
よ
り
二
歳
ほ
ど
若
い
。
世
帯
の
規
模
は
持
高
と
比
例
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戸
主
の
年
齢
に
と
も
な
っ

て
大
き
く
な
る
面
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
あ
と
で
見
る
よ
う
に
出
生
率
が
持
高
と
比
例
す
る
こ
と
の
結
果

で
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

 

村
ご
と
の
平
均
持
高
は
、
〇
・
一
か
ら
一
〇
・
六
石
ま
で
広
く
分
布
す
る
が
、
全
村
で
平
均
三
・
三
石
と

な
る
。
図
１
に
こ
の
平
均
持
高
と
村
の
石
高
（
天
保
郷
帳
に
よ
る
）
を
散
布
図
に
示
す
。
平
均
持
高
が
大
き

い
村
で
は
記
載
率
が
低
い
と
い
う
負
の
相
関
（
相
関
係
数
＝
‐
〇
・
五
〇
）
が
見
ら
れ
、
平
均
持
高
の
大
き

い
村
で
は
持
高
の
小
さ
い
世
帯
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
と
み
ら
れ
る
。 

持
高
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、
上
の
よ
う
な
持
高
記
載
率
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

宗
門
帳
に
記
載
さ
れ
た
持
高
を
各
村
ご
と
に
み
る
と
、
記
載
の
あ
る
戸
数
の
割
合
（
記
載
率
）
は
六
、
三

七
〇
戸
中
四
八
・
五
％
と
半
数
弱
に
と
ど
ま
る
。
記
載
の
状
況
は
、
村
ご
と
に
か
な
り
違
い
、
そ
の
記
載
率

は
〇
か
ら
一
〇
〇
％
ま
で
広
く
分
布
す
る
。
持
高
は
、
一
石
未
満
、
一
‐
五
石
、
五
‐
一
〇
石
、
一
〇
石
以

上
、
不
詳
の
五
つ
に
区
分
し
た
。 

 

宗
門
帳
に
は
家
ご
と
に
「
〆
何
人 

内
何
人
男 

何
人
女
」
と
ま
と
め
書
き
が
あ
る
。
こ
の
家
を
世
帯
、

戸
と
扱
う
。
宗
門
帳
の
末
尾
の
ま
と
め
書
き
に
は
「
家
数
何
軒
、
高
持
百
姓
何
軒
、
無
高
百
姓
何
軒
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
高
は
別
に
区
分
す
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
〇
石
と
見
て
、
一
石

未
満
に
区
分
し
た
。 

年
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
平
均
年
齢
を
実
年
齢
（
出
生
時
を
〇
・
〇
歳
と
し
、
そ
の
後
の
経
過
時
間
で
示
す
）

で
表
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
現
代
の
満
年
齢
に
も
と
づ
く
平
均
年
齢
と
そ
の
ま
ま
比
較
可
能
に
な
る
。
数
え
年

ｘ
歳
と
は
、
ｘ
‐
一
年
前
に
生
れ
た
コ
ー
ホ
ー
ト
（
世
代
）
に
他
な
ら
な
い
（
廣
嶋
二
〇
〇
二
）
。
宗
門
帳

の
記
載
さ
れ
た
年
齢
（
数
え
年
）
の
単
純
平
均
が
ｘ
歳
な
ら
ば
、
平
均
実
年
齢
は
、
一
歳
を
引
き
、
ｘ
‐
一
・

〇
歳
と
表
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
数
え
年
に
よ
る
単
純
平
均
年
齢
二
五
・
〇
歳
（
こ
の
集
団
中
に
一
歳
を
含

ま
な
い
）
は
実
年
齢
二
四
・
〇
歳
を
意
味
す
る
。
宗
門
改
の
調
査
時
点
に
お
け
る
数
え
年
年
齢
の
単
純
平
均

が
ｘ
歳
の
場
合
、
平
均
実
年
齢
も
や
は
り
ｘ
‐
一
・
〇
歳
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
年
央
（
七
月

一
日
）
現
在
と
解
釈
す
る
。
な
お
、
今
回
扱
う
宗
門
改
は
「
三
月
」
一
日
現
在
で
作
ら
れ
て
い
る
。
調
査
時

年
齢
満
〇
‐
四
歳
、
五
‐
九
歳
、
一
〇
‐
一
四
歳
な
ど
の
五
歳
階
級
に
対
応
す
る
も
の
は
、
数
え
年
一
‐
五

歳
、
六
‐
一
〇
歳
、
一
一
‐
一
五
歳
・
・
・
あ
る
い
は
数
え
年
一
‐
六
歳
、
七
‐
一
一
歳
、
一
二
‐
一
六
歳

な
ど
の
中
間
に
あ
た
る
の
で
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
、
今
回
は
後
者
を
使
っ
た
。
本
論
文
の
平
均
年
齢
は
、

実
年
齢
に
統
一
さ
れ
、
以
下
で
は
、
小
数
点
を
表
記
し
た
数
値
で
表
さ
れ
る
。
数
え
年
は
当
然
整
数
値
で
表

す
。 

一
・
二 

持
高
と
世
帯
お
よ
び
牛
・
馬 

一
・
一 

持
高 

一 

社
会
階
層 
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石
見
地
域
に
お
い
て
は
、
あ
る
村
の
真
宗
以
外
の
寺
院
や
信
徒
は
、
そ
の
村
の
真
宗
門
徒
と
の
協
力
関
係

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
（
喜
多
村
二
〇
〇
五
）
、
真
宗
門
徒
の
思
考
や
行
動
の
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考

 

熊
谷
家
文
書
の
中
に
銀
山
領
の
す
べ
て
の
村
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
と
同
様
に
、
あ
る
村
の
す
べ
て
の
宗

門
の
宗
門
帳
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
あ
る
宗
門
の
宗
門
帳
が
欠
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
大
森
町
で
は
明
ら
か
に
浄
土
真
宗
が
欠
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
宗
門
帳
に
よ
る
村
別
の
戸
数
が

村
の
全
て
の
戸
数
を
表
す
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
制
約
を
持
っ
て
い
る
が
、
総
数
で
み
る
と
、
真
宗

が
八
二
・
八
％
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
真
宗
は
村
単
位
で
普
及
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
村
全
部
が
真
宗

と
い
う
村
は
数
少
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
真
宗
以
外
の
信
徒
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
の
資
料
で
は

確
証
で
き
な
い
。 

 

各
家
の
牛
の
保
有
数
は
、
大
部
分
が
一
疋
で
あ
る
（
平
均
〇
・
四
〇
疋
）
。
牛
を
保
有
す
る
家
の
割
合
（
保

有
率
）
は
持
高
別
に
み
る
と
、
一
石
未
満
で
は
二
七
・
二
％
で
あ
る
が
、
一
‐
五
石
で
は
六
八
・
三
％
、
五

‐
一
〇
石
八
六
・
五
％
、
一
〇
石
以
上
で
八
〇
・
五
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
持
高
と
と
も
に
牛
の
保
有
率

が
上
昇
し
、
一
石
以
上
で
は
牛
の
保
有
は
普
通
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
〇
石
以
上
で
も
牛
を
保
有
し
な
い

も
の
が
あ
る
（
一
九
・
五
％
）
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
で
耕
作
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

宗
門
帳
に
は
各
家
の
牛
と
馬
の
疋
数
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
各
家
の
持
高
と
の
関
係
を
表
２
、
３
に

示
す
。
牛
馬
の
疋
数
の
記
載
率
は
、
牛
九
九
・
四
％
、
馬
九
九
・
二
％
と
高
い
。
持
高
の
記
載
率
よ
り
も
高

い
こ
と
は
興
味
深
い
。
牛
と
馬
を
比
較
す
れ
ば
、
保
有
さ
れ
る
家
畜
は
圧
倒
的
に
牛
で
、
牛
は
三
六
・
六
％

で
保
有
さ
れ
る
が
、
馬
は
〇
・
三
％
に
過
ぎ
な
い
。 

 

表
５
に
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
宗
門
別
寺
院
数
を
示
す
。
使
っ
た
宗
門
帳
よ
り
二
〇
年
あ
と
の
も

の
で
あ
る
が
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
寺
院
数
は
石
見
地
域
で
真
宗
が
五
四
・
九
％
で
、
と

く
に
邑
智
郡
で
は
七
三
・
一
％
と
と
く
に
真
宗
が
多
い
。
出
雲
地
域
で
曹
洞
宗
が
二
九
・
六
％
と
最
も
多
い

の
と
対
照
的
で
あ
る
。
真
宗
の
場
合
は
寺
領
を
持
た
な
い
た
め
一
寺
院
あ
た
り
の
信
徒
数
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
表
４
の
宗
門
別
戸
数
が
こ
の
寺
院
数
（
五
四
・
九
％
）
以
上
に
真
宗
に
集
中
し
て
い
る
（
八

二
・
八
％
）
の
は
当
然
で
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
状
態
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

表
４
は
宗
門
帳
に
含
ま
れ
る
村
を
ま
と
め
て
郡
別
の
宗
門
別
戸
数
を
示
す
。
宗
門
帳
は
鑢
な
ど
を
除
き
原

則
と
し
て
、
宗
門
別
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
村
で
は
複
数
の
宗
門
が
合
冊
さ
れ
一
冊
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
異
な
る
宗
門
の
世
帯
（
家
）
が
混
じ
っ
て
い
る
宗
門
帳
は
な
い
。
各

村
の
宗
門
帳
に
宗
門
ご
と
に
寺
院
が
押
印
署
名
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗

門
の
記
載
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
近
く
、
記
載
の
な
い
の
は
〇
・
六
％
で
あ
る
。
な
お
、
各
世
帯
内
で
異
な
る

宗
門
の
信
徒
が
い
て
異
な
る
世
帯
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
戸
主
に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
、
持
高
と
反
比
例
し
、
一
石
未
満
の
八
・
三
％
か
ら
一
〇
石
以
上
の
一
・

八
％
ま
で
減
少
す
る
。
男
性
戸
主
の
死
後
、
息
子
の
結
婚
な
ど
に
よ
る
戸
主
交
代
の
容
易
さ
が
石
高
に
比
例

す
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
戸
主
の
有
配
偶
率
は
一
石
未
満
で
最
も
低
く
七
六
・
九
％
、
五
‐
一
〇
石
で

も
っ
と
も
高
く
九
一
・
七
％
で
、
お
お
む
ね
持
高
と
比
例
し
て
い
る
。 

一
・
三 

宗
門 
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な
お
、
後
で
見
る
よ
う
に
（
三
・
七
、
表
12
）
、
宗
門
間
の
持
高
の
差
は
大
き
い
。 

 

結
婚
状
態
は
、
こ
こ
で
は
出
生
へ
の
影
響
の
観
点
か
ら
計
測
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
〇
歳
頃
よ
り
若
い

年
齢
に
お
け
る
結
婚
を
対
象
と
す
る
。
各
人
の
配
偶
関
係
は
、
宗
門
帳
に
お
い
て
戸
主
と
の
続
柄
お
よ
び
配

偶
者
、
子
と
の
同
居
の
有
無
に
よ
り
既
婚
と
未
婚
と
に
２
区
分
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
生
は
有
配
偶
の
者

か
ら
の
み
生
ず
る
。
こ
の
判
別
法
は
死
別
・
離
別
を
十
分
捉
え
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
既
婚
者
は
そ
の

分
少
な
め
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
次
に
述
べ
る
初
婚
年
齢
を
計
算

し
た
場
合
、
高
め
に
な
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
当
然
、
既
婚
者
が
初
婚
で
あ
る
か
再
婚
で
あ
る
か
は
わ
か

ら
な
い
。 

 

ま
た
、
持
高
な
ど
社
会
階
層
別
の
出
生
率
に
お
い
て
は
、
そ
の
死
亡
率
格
差
も
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
同
居
児
法
に
よ
る
出
生
率
の
格
差
に
は
死
亡
率
格
差
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
部
分
が

含
ま
れ
、
出
生
率
格
差
は
死
亡
率
格
差
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
る
。
し
か
し
死
亡
率
格
差
の
実
態
が
わ
か
ら
な

い
の
で
こ
の
点
も
無
視
す
る
。 

 

出
生
率
は
各
世
帯
の
一
五
歳
以
上
女
子
の
同
居
児
一
‐
五
歳
に
つ
い
て
そ
の
出
生
時
の
女
子
の
年
齢
を

算
出
し
、
一
八
六
三
年
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
四
年
間
の
出
生
を
復
元
し
、
一
年
間
の
出
生
率
と
し
て
計
算
し

た
も
の
で
あ
る
（
同
居
児
法
）
。
す
な
わ
ち
、
一
八
五
九
年
一
月
一
日
‐
一
八
六
三
年
三
月
一
日
（
四
・
一

六
七
年
間
）
に
お
け
る
女
子
ｘ
歳
の
年
間
の
平
均
的
な
出
生
率
は
、
一
八
六
三
年
の
ｘ
歳
女
子
の
一
歳
児
、

(

ｘ+

一)

歳
女
子
の
二
歳
児
、・
・
・(

ｘ+

四)

歳
女
子
の
五
歳
児
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。[

一

歳
児+

二
歳
児+

三
歳
児+

四
歳
児+

五
歳
児]/[

ｘ
歳
女
子+

（
ｘ+
一
）
歳
女
子+

・
・
・+(

ｘ+

四)

歳
女
子]/

四
・
一
六
七
。
な
お
、
一
八
六
〇
、
一
八
六
二
年
は
閏
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
無
視
す
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
同
居
児
法
に
よ
る
出
生
率
は
、
出
生
後
一
八
六
三
年
三
月
一
日
の
宗
門
改
ま
で
に
生
じ
る

様
々
の
要
因
に
よ
っ
て
真
の
出
生
率
か
ら
の
食
い
違
い
が
生
れ
る
。出
生
後
の
出
生
児
自
身
の
死
亡
あ
る
い

は
離
別
・
死
別
・
移
動
に
よ
る
母
子
の
分
離
な
ど
の
要
因
で
あ
る
。
と
く
に
出
生
児
の
死
亡
に
つ
い
て
は
、

死
亡
し
た
出
生
児
が
除
か
れ
る
分
、
出
生
率
が
低
下
す
る
。
乳
児
死
亡
は
出
生
に
対
し
て
二
〇
〇/

一
〇
〇

〇
、
ま
た
幼
児
死
亡
率
は
三
〇
〇/

一
〇
〇
〇
程
度
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
出
生
率
は
こ
れ
ら
の
乳

幼
児
死
亡
率
の
半
分
程
度
が
減
じ
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
す
る
と
、
乳
幼
児
死
亡
率
か
ら
考
え
て
、
真

の
出
生
率
は
計
算
さ
れ
た
出
生
率
の
一
・
二
‐
一
・
三
倍
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
で
は
、
こ
の
こ
と

を
無
視
し
て
述
べ
る
。 

え
ら
れ
、
石
見
地
域
で
真
宗
と
そ
れ
以
外
の
門
徒
住
民
の
行
動
の
違
い
、
た
と
え
ば
出
生
行
動
な
ど
の
差
を

検
出
し
よ
う
と
い
う
の
は
か
な
り
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
，
あ
と
で
有
配
偶
率
で
見
る
よ
う
に
真

宗
と
他
宗
門
と
の
間
の
通
婚
に
は
あ
る
程
度
障
壁
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。 

二
・
二 

結
婚
率
の
計
測 

二
・
一 

出
生
率
の
計
測 

二 

社
会
経
済
階
層
と
出
生
率
・
結
婚
率 
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既
婚
女
子
の
う
ち
夫
と
同
居
し
て
い
な
い
者
を
死
離
別
と
し
て
、同
居
し
て
い
る
者
を
有
配
偶
と
判
別
す

る
。
た
だ
し
、
こ
の
宗
門
帳
は
い
わ
ゆ
る
本
籍
主
義
で
、
同
居
の
夫
が
長
期
の
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
場
合
も

そ
の
旨
の
記
載
は
な
い(

5)

。
有
配
偶
者
が
人
口
に
占
め
る
割
合
を
有
配
偶
率
と
す
る
。
有
配
偶
率
は
既
婚

率
よ
り
死
離
別
率
分
が
少
な
い
。
合
計
有
配
偶
率
は
合
計
既
婚
率
と
同
様
に
定
義
さ
れ
、
死
離
別
を
考
慮
す

る
分
、
合
計
既
婚
率
よ
り
実
質
的
な
結
婚
生
活
の
量
を
あ
ら
わ
し
、
出
生
に
対
す
る
結
婚
の
効
果
を
表
す
上

で
よ
り
適
切
で
あ
る
。 

 

こ
の
出
生
率
は
乳
幼
児
死
亡
率
の
半
分
が
除
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
そ
の
後
の
死
亡

率
を
考
慮
す
る
と
、
一
石
未
満
の
二
・
〇
六
で
は
明
ら
か
に
再
生
産
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。
一
‐
五
石

の
二
・
四
〇
で
再
生
産
水
準
ぎ
り
ぎ
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
地
域
全
体
と
し
て
の
二
・
三
六
と
い

 

各
戸
の
宗
門
帳
に
記
載
さ
れ
た
持
高
別
に
出
生
率
を
み
る
と
表
６
の
よ
う
に
な
る
。
合
計
出
生
率
は
一
石

未
満
で
は
二
・
〇
六
、
一
〇
石
以
上
で
は
二
・
八
九
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
・
〇
以
下
の
差
で
あ
っ
て
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
が
、
持
高
に
比
例
し
て
い
る
点
で
持
高
と
出
生
率
と
の
関
係
は
比
較
的
明
確
な
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。 

 

こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
各
年
齢
区
間
別
の
既
婚
率
の
平
均
（
合
計
既
婚
率
と
称
す
る
）
を
用
い
る
こ
と
に

す
る
。
た
と
え
ば
、
年
齢
区
間
一
五
‐
五
一
歳
に
つ
い
て
、
全
区
間
の
平
均
的
な
既
婚
率
と
合
計
既
婚
率
と

が
異
な
る
の
は
、
お
も
に
死
亡
率
の
影
響
で
各
年
齢
区
間
別
の
女
子
数
が
若
い
方
で
大
き
い
か
ら
で
、
こ
れ

を
同
数
と
仮
定
す
る
後
者
の
方
が
大
き
く
な
る
。 

 
こ
の
既
婚
者
数
に
よ
り
一
時
点
の
年
齢
別
の
既
婚
者
の
割
合
（
既
婚
率
）
あ
る
い
は
未
婚
率
が
計
算
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
静
態
平
均
初
婚
年
齢
（SM

A
M

）
が
計
算
で
き
る
（
廣
嶋
二
〇
〇
二
）(

４)

。
そ
の
よ
う
な

年
齢
別
既
婚
率
の
静
態
を
生
み
出
す
よ
う
な
、
初
婚
の
発
生
の
仕
方
（
平
均
初
婚
年
齢
）
が
計
算
で
き
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
こ
れ
は
初
婚
を
経
験
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
平
均
初
婚
年
齢

の
若
さ
が
そ
の
集
団
全
体
（
生
涯
未
婚
者
を
含
む
）
が
経
験
す
る
平
均
的
な
結
婚
期
間
の
長
さ
を
表
す
と
は

限
ら
な
い
。
出
生
へ
の
影
響
を
考
え
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
平
均
結
婚
期
間
の
方
が
必
要
で
あ

る
。 

 

結
婚
し
た
者
に
つ
い
て
の
出
生
率
は
結
婚
出
生
率
と
呼
び
、
有
配
偶
出
生
率
と
既
婚
出
生
率
の
二
種
が

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
配
偶
関
係
の
判
別
法
に
よ
り
、
結
婚
外
の
出
生
率
は
零
で
あ
る
。
年
齢
別
有
配
偶
出

生
率
は
年
齢
別
出
生
率
を
年
齢
別
有
配
偶
率
に
よ
っ
て
除
し
て
求
め
る
。こ
れ
を
あ
る
年
齢
範
囲
に
お
い
て

合
計
し
た
も
の
が
合
計
有
配
偶
出
生
率
と
な
る
。
既
婚
出
生
率
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
年
齢
別
既
婚
出
生
率

と
合
計
既
婚
出
生
率
と
が
定
義
で
き
る
。 

二
・
四 

持
高
と
出
生
率 

二
・
三 

結
婚
出
生
率
の
計
測 

間
引
き
、
堕
胎
に
よ
る
出
生
率
（
出
生
力
）
へ
の
影
響
を
み
る
と
す
る
と
、
出
生
率
（
年
齢
別
出
生
率
、

合
計
出
生
率
）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
結
婚
の
影
響
を
除
い
た
こ
の
有
配
偶
出
生
率
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。 

  

な
お
、
同
居
児
法
に
よ
っ
て
有
配
偶
出
生
率
が
計
算
さ
れ
た
例
は
少
な
い
（
廣
嶋 

二
〇
〇
七
）
。 
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こ
の
よ
う
に
、
持
高
別
の
出
生
率
の
差
を
生
み
出
す
の
は
有
配
偶
率
ま
た
は
既
婚
率
に
表
さ
れ
る
結
婚
率

の
差
と
結
婚
内
の
出
生
率
（
有
配
偶
出
生
率
ま
た
は
既
婚
出
生
率
）
の
差
の
両
方
に
よ
る
と
い
え
る
が
、
と

く
に
前
者
の
比
重
が
過
半
を
占
め
る
。
な
お
、
有
配
偶
出
生
率
の
差
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
死
亡
率

格
差
や
養
子
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
差
が
あ
る
と
す
る
と
、

そ
の
十
分
に
人
為
的
統
制
の
方
法
が
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
持
高
階
層
に
お
け
る
出

生
率
の
差
が
有
配
偶
出
生
率
の
差
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

以
上
の
結
果
は
、
階
層
と
出
生
率
が
相
関
す
る
と
い
う
点
で
、
従
来
の
研
究
結
果
と
共
通
す
る
。
鬼
頭
一

九
七
八
は
持
高
五
石
を
境
と
し
て
上
層
、
四
・
三
、
下
層
三
・
六
、
速
水
一
九
九
二
は
濃
尾
六
村
に
つ
い
て

一
〇
石
以
上
五
・
九
、
一
〇
石
未
満
三
・
八
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
合
計
出
生
率
は
も
っ
と
高

く
、
差
は
も
っ
と
大
き
い
。 

 

有
配
偶
率
、
有
配
偶
出
生
率
と
も
に
出
生
率
の
差
を
生
み
出
し
、
〇
・
五
七/

〇
・
八
三
＝
六
八
・
七
％

が
有
配
偶
率
、
三
一
％
が
有
配
偶
出
生
率
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
既
婚
率
と
既
婚
出

生
率
に
分
け
た
場
合
、
〇
・
四
九/

〇
・
八
三
＝
五
九
％
が
既
婚
率
、
四
一
％
が
既
婚
出
生
率
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
略
）
。 

 

表
６
の
持
高
別
出
生
率
は
有
配
偶
率
と
有
配
偶
出
生
率
の
二
つ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
持
高
別
出
生
率
の
差
を
こ
の
二
者
の
差
に
要
因
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
出

生
率
の
差
が
最
大
で
あ
る
一
石
未
満
と
一
〇
石
以
上
に
つ
い
て
、
そ
の
差
を
こ
の
二
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
分

解
す
る
。
二
つ
の
持
高
階
層
別
の
年
齢
別
有
配
偶
率
と
有
配
偶
出
生
率
を
図
２
と
図
３
に
示
し
、
図
４
に
要

因
分
解
の
結
果
を
示
す(

6)

。 

 

各
家
の
宗
門
帳
に
記
載
さ
れ
た
宗
門
別
に
算
出
し
た
年
齢
別
出
生
率
お
よ
び
合
計
出
生
率
は
表
７
の
通

り
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
の
合
計
出
生
率
は
二
・
二
八
で
、
予
想
に
反
し
て
と
く
に
高
い
方
で
は
な
い
。
む
し

ろ
真
言
宗
（
二
・
七
三
）
、
禅
宗
（
二
・
五
六
）
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法
華
宗
（
一
・
七
二
）
が

低
い
。
図
５
は
宗
門
別
年
齢
別
出
生
率
を
示
す
。
三
七
歳
以
後
の
出
生
率
に
お
い
て
各
宗
門
の
違
い
が
目
立

ち
、
法
華<

浄
土<

真
宗<

禅<

真
言
の
順
に
並
び
、
こ
れ
が
合
計
出
生
率
の
順
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
差
が
何
に
基
づ
く
も
の
か
は
明
確
で
な
い
が
、
あ
と
で
見
る
年
齢
別
既
婚
率
と
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。 

 

こ
の
持
高
に
よ
る
出
生
率
の
差
が
結
婚
率
と
結
婚
出
生
率
の
ど
ち
ら
か
ら
、
ど
れ
だ
け
生
れ
る
か
の
分
析

を
次
に
行
う
。 

う
水
準
も
人
口
増
加
が
〇
に
近
い
水
準
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
現
に
、
一
八
六
二
、
六
三
年
の
こ
の
石
見
銀

山
領
の
人
口
増
加
率
は
‐
〇
・
六
七
％
で
あ
っ
た(

廣
嶋
二
〇
〇
四
）。 

三
・
一 

宗
門
別
出
生
率 

三 

宗
門
別
の
出
生
率
・
結
婚
率 

二
・
五 

持
高
別
出
生
率
の
差
の
要
因
分
解 
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表
11
、
図
８
は
宗
門
別
有
配
偶
出
生
率
を
示
す
。
宗
門
別
の
年
齢
別
有
配
偶
出
生
率
お
よ
び
合
計
有
配

偶
出
生
率
を
表
11
に
示
す
。
間
引
き
、
堕
胎
に
よ
る
出
生
率
へ
の
影
響
を
み
る
と
す
る
と
、
こ
の
有
配
偶

出
生
率
に
よ
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

 

年
齢
別
死
離
別
者
数
を
年
齢
別
人
口
で
割
っ
た
年
齢
別
死
離
別
率
、
お
よ
び
合
計
死
離
別
率
を
宗
門
別
に

表
10
に
示
す
。
合
計
死
離
別
率
は
浄
土
宗
が
も
っ
と
も
高
く
〇
・
一
二
で
、
逆
に
真
宗
〇
・
〇
九
、
禅
宗

で
〇
・
〇
九
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
離
別
や
再
婚
に
関
す
る
宗
教
的
要
因
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。 

 

宗
門
別
の
年
齢
別
既
婚
率
お
よ
び
静
態
平
均
初
婚
年
齢
、
合
計
既
婚
率
を
表
８
に
示
す
。
宗
門
別
の
平
均

初
婚
年
齢
が
若
け
れ
ば
、
そ
の
合
計
既
婚
率
が
高
い
と
予
想
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
生
涯
未
婚
率
（
四
七
‐
五
一
歳
お
よ
び
五
二
歳
以
上
の
未
婚
率
の
平
均
）
が
、
大
き
く
異
な
る
か
ら

で
あ
る
。
合
計
既
婚
率
は
、
浄
土
宗
の
〇
・
六
四
か
ら
真
宗
の
〇
・
七
〇
ま
で
差
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
大
き

な
も
の
で
は
な
い
。
生
涯
未
婚
率
は
浄
土
真
宗
八
・
五
％
と
禅
宗
八
・
〇
％
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
が
、

浄
土
宗
で
は
一
六
・
六
％
と
高
い
。 

こ
の
有
配
偶
出
生
率
は
、
対
応
す
る
年
齢
に
つ
い
て
表
７
の
出
生
率
を
表
９
の
有
配
偶
率
で
除
し
た
も
の

で
あ
る
。
合
計
有
配
偶
出
生
率
は
年
齢
別
有
配
偶
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の
で
、
有
配
偶
で
五
一
歳
ま
で
生

き
た
場
合
の
女
性
一
人
あ
た
り
の
子
ど
も
数
を
意
味
す
る
。
一
五
歳
か
ら
の
合
計
、
つ
ま
り
一
五
歳
で
結
婚

し
た
場
合
は
四
・
八
九
に
な
る
が
、
二
二
歳
か
ら
の
合
計
は
三
・
六
一
で
、
結
婚
年
齢
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
ま
た
、
こ
の
五
に
近
い
大
き
さ
は
、
東
日
本
を
除
く
中
部
お
よ
び
西
日
本
で
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

宗
門
別
の
年
齢
別
有
配
偶
率
お
よ
び
合
計
有
配
偶
率
を
表
９
に
示
す
。
合
計
有
配
偶
率
に
つ
い
て
、
浄
土

宗
の
〇
・
四
八
は
、
真
宗
の
〇
・
五
八
、
禅
宗
の
〇
・
五
七
に
比
べ
低
い
。
離
別
や
再
婚
に
関
す
る
宗
教
的

な
習
慣
の
違
い
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
差
の
一
因
と
な
る
が
、
宗
教
的
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
今
の
と
こ

ろ
わ
か
ら
な
い
。
禅
宗
の
そ
の
高
さ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
真
宗
の
そ
の
高
さ
に
つ
い
て
は
他
宗
門
と

の
通
婚
を
避
け
る
多
数
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
出
来
る
。 

 

図
６
の
宗
門
別
の
年
齢
別
既
婚
率
を
見
る
と
、
二
〇
代
に
お
け
る
宗
門
別
の
高
さ
の
順
が
合
計
既
婚
率
の

順
を
ほ
ぼ
決
め
て
い
る
と
い
え
る
。
法
華<
浄
土<

禅<

真
宗
の
順
は
、
前
節
の
三
七
歳
以
後
の
出
生
率
の
順

と
似
て
い
る
。
結
婚
の
遅
れ
が
出
生
の
遅
れ
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

図
７
の
宗
門
別
の
年
齢
別
有
配
偶
率
を
見
る
と
、
三
七
歳
以
上
に
お
い
て
死
離
別
の
影
響
に
よ
り
低
下
す

る
が
、
お
お
む
ね
そ
れ
以
前
の
順
位
が
保
持
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
門
間
に
お
け
る
有
配
偶
率
の
差
は

既
婚
率
の
差
よ
り
さ
ら
に
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。 

三
・
二 

宗
門
別
既
婚
率 

三
・
五 

宗
門
別
有
配
偶
出
生
率 

三
・
四 

宗
門
別
死
離
別
率 

三
・
三 

宗
門
別
有
配
偶
率 
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真
宗
と
浄
土
宗
と
を
比
較
す
る
と
、
合
計
出
生
率
に
お
い
て
は
二
・
二
八
、
二
・
一
七
と
大
き
な
差
は
な

い
（
表
７
）
が
、
合
計
有
配
偶
出
生
率
で
は
三
・
五
七
、
三
・
九
四
と
逆
に
浄
土
宗
の
方
が
大
き
い
（
表

11

）
。
し
か
し
、
合
計
既
婚
率
は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
七
〇
、
〇
・
六
四
（
表
８
）
で
、
結
婚
の
発
生
の
面
で
は

真
宗
が
大
き
く
、
合
計
死
離
別
率
は
〇
・
〇
九
、
〇
・
一
二
で
（
表
１
０
）
、
再
婚
の
大
き
さ
あ
る
い
は
離

別
の
発
生
の
少
な
さ
の
面
か
ら
も
真
宗
が
優
位
で
、
結
局
、
両
面
か
ら
合
計
有
配
偶
率
が
〇
・
五
八
、
〇
・

四
八
と
（
表
９
）
真
宗
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
宗
は
、
有
配
偶
出
生
率
が
低
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
結
婚
率
の
面
か
ら
出
生
に
有
利
で
、
結
局
、
浄
土
宗
よ
り
合
計
出
生
率
が
若
干
高
く
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

 

表
12
に
よ
り
出
生
率
の
検
討
の
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
宗
門
別
持
高
別
の
女
性
数
を
確
認
し
て
お
く
。
持

高
不
詳
が
半
数
近
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
持
高
が
分
か
る
も
の
に
つ
い
て
計
算
し
た
各
宗
門
別
の

平
均
持
高
は
、
法
華
六 

八
石
∨
禅
五
・
六
石
∨
浄
土
四
・
九
石
∨
浄
土
真
三
・
八
石
∨
真
言
二
・
四
石
の

順
と
な
っ
て
い
る
。
か
な
り
大
き
な
差
の
よ
う
に
思
え
る
。
宗
門
間
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
持
高
が
異
な
る
か

 

出
生
率
に
つ
い
て
は
持
高
に
よ
る
差
が
大
き
い
こ
と
を
第
二
章
で
確
認
し
た
。
そ
こ
で
宗
門
別
の
出
生
率

差
を
各
宗
門
の
持
高
構
成
の
差
に
よ
る
影
響
を
取
り
除
い
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
持
高
別
に

分
け
た
上
で
宗
門
別
に
比
較
す
る
方
法
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
区
分
さ
れ
た
対
象
の
人
数
が
小
さ

く
な
り
す
ぎ
る
区
分
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
持
高
構
成
が
同
じ
だ
と
仮
定
し
た
計
算
（
標
準
化
）
に
よ
る
値
に

よ
っ
て
も
比
較
を
行
う
。 

 

以
上
の
結
果
を
基
に
し
て
、
宗
門
別
出
生
率
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
差
を
問
題
に
す
る
か
が
問
題
で
あ
る

が
、こ
こ
で
は
単
に
統
計
上
の
便
宜
か
ら
、宗
門
別
に
見
て
も
っ
と
も
門
徒
数
の
大
き
い
真
宗
六
三
六
一
（
六

三
六
〇
）
人
と
浄
土
宗
四
八
〇
人
を
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

宗
門
別
有
配
偶
出
生
率
で
は
出
生
率
よ
り
も
さ
ら
に
強
く
「
真
宗
の
高
出
生
率
」
と
い
う
予
想
は
否
定
さ

れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

浄
土
真
宗
の
合
計
有
配
偶
出
生
率
（
二
二
歳
以
上
計
）
は
三
・
五
七
で
、
予
想
に
反
し
て
と
く
に
高
い
方

で
は
な
く
、
逆
に
低
い
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
む
し
ろ
真
言
宗
（
五
・
三
一
）
、
禅
宗
（
四
・
〇
九
）
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
浄
土
宗
も
や
や
高
い
（
三
・
九
四
）。
ま
た
、
法
華
宗
（
三
・
二
五
）
の
み
が
真
宗
よ
り

低
い
。
図
８
は
宗
門
別
年
齢
別
有
配
偶
出
生
率
を
示
す
。
浄
土
真
宗
は
綺
麗
な
直
線
的
低
下
を
示
す
が
、
注

目
す
べ
き
は
、
実
質
的
に
も
っ
と
も
重
要
な
二
二
‐
二
六
歳
に
お
い
て
真
宗
が
も
っ
と
も
低
率
で
あ
る
こ
と

で
、
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
真
宗
の
合
計
有
配
偶
出
生
率
が
低
率
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
年
齢
の
出

生
児
は
主
に
第
一
子
に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
年
齢
の
出
生
率
の
統
制
は
堕
胎
・
間
引
き
で
は
な
い
他
の
手
段

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

鬼
頭
一
九
八
九
は
二
十
歳
以
上
の
合
計
有
配
偶
出
生
率
が
四
・
八
七
〜
七
・
四
八
の
範
囲
の
事
例
を
報
告
し

て
い
る
。 

三
・
七 

持
高
別
、
宗
門
別
出
生
率 

三
・
六 

宗
門
別
出
生
率
の
差
の
要
因 
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表
15
の
よ
う
に
、
前
者
で
は
、
浄
土
真
宗
は
一
石
未
満
で
わ
ず
か
に
高
く
（
三
・
六
七
、
三
・
六
五
）
、

 

次
に
結
婚
出
生
率
に
つ
い
て
同
様
に
検
討
す
る
。
表
15
に
持
高
別
に
浄
土
真
宗
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て
、

合
計
有
配
偶
出
生
率
比
お
よ
び
合
計
既
婚
出
生
率
比
を
示
す
。
合
計
有
配
偶
出
生
率
比
と
は
合
計
出
生
率
を

合
計
有
配
偶
率
で
除
し
た
も
の
で
、
年
齢
別
有
配
偶
出
生
率
（
年
齢
別
出
生
率/

年
齢
別
有
配
偶
率
）
に
も

と
づ
く
合
計
有
配
偶
出
生
率(

表
11
参
照
）
の
代
用
指
標
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
合
計
既
婚
出

生
率
比
と
は
合
計
出
生
率
を
合
計
既
婚
率
で
除
し
た
も
の
で
、
年
齢
別
既
婚
出
生
率
（
年
齢
別
出
生
率/

年

齢
別
既
婚
率
）
に
も
と
づ
く
合
計
既
婚
出
生
率
の
代
用
指
標
と
し
て
用
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
宗
門
別
の
持
高
構
成
の
影
響
を
除
い
て
も
、
既
婚
率
お
よ
び
有
配
偶
率
は
浄
土
真
宗
が

そ
れ
以
外
よ
り
や
や
高
い
と
い
え
る
。 

 

浄
土
真
宗
が
真
宗
以
外
に
比
べ
て
、
合
計
既
婚
率
と
合
計
有
配
偶
率
と
も
一
石
未
満
で
高
く
（
〇
・
六
四

対
〇
・
六
一
、
〇
・
五
四
対
〇
・
五
〇
）
、
ま
た
合
計
死
離
別
率
で
は
一
石
未
満
で
低
い
（
〇
・
一
一
対
〇
・

〇
九
）
。
さ
ら
に
、
上
記
の
よ
う
な
標
準
化
を
行
う
と
、
真
宗
以
外
の
合
計
既
婚
率
で
は
変
化
な
く
、
〇
・

六
三
で
あ
り
、
合
計
有
配
偶
率
で
は
真
宗
以
外
が
〇
・
五
二
か
ら
〇
・
五
四
に
高
ま
る
が
、
ど
ち
ら
も
真
宗

の
方
が
高
い
。
な
お
、
生
涯
未
婚
率
は
真
宗
が
真
宗
以
外
に
比
べ
や
や
低
く
（
〇
・
〇
九
対
〇
・
一
一
）
、

こ
の
関
係
は
標
準
化
し
て
も
（
〇
・
〇
九
対
〇
・
一
〇
）
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
合
計
既
婚
率
か

ら
見
た
結
果
と
も
一
致
す
る
。 

 

表
14
に
持
高
別
に
宗
門
別
の
合
計
既
婚
率
、
合
計
有
配
偶
率
、
合
計
死
離
別
率
を
示
す
。
こ
こ
で
も
、

真
宗
以
外
の
女
子
数
が
四
八
、
五
九
で
あ
る
持
高
五
石
以
上
で
は
宗
門
間
の
比
較
は
不
可
能
で
、
五
石
未
満

に
つ
い
て
比
較
す
る
。 

 

表
13
に
持
高
別
に
浄
土
真
宗
と
そ
れ
以
外
に
分
け
て
、
合
計
出
生
率
を
示
す
。
真
宗
以
外
の
五
‐
一
〇

石
、
一
〇
石
以
上
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
人
、
八
四
人
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
比
較
は
五
石
未
満
に
と
ど
め
る
べ
き

で
あ
る
。
比
較
可
能
な
一
石
未
満
と
一
‐
五
石
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
石
未
満
に
お
い
て
は
浄
土
真
宗
（
一
・

九
八
）
が
他
の
宗
門
（
一
・
八
一
）
よ
り
高
い
が
、
一
‐
五
石
で
は
逆
で
あ
る
。
真
宗
以
外
を
真
宗
と
同
じ

持
高
構
成
に
な
る
よ
う
持
高
に
つ
い
て
標
準
化
す
る
と
、
真
宗
以
外
の
合
計
出
生
率
は
二
・
二
三
に
な
り
、

真
宗
の
二
・
二
九
と
極
め
て
近
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
宗
の
出
生
率
が
高
い
と
い
う
予
想
は
ほ
と
ん
ど

否
定
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
い
い
か
え
る
と
、
標
準
化
し
な
い
出
生
率
の
真
宗
と
真
宗
以
外
の
差
（
二
・
二

九
と
二
・
一
九
の
差
）
は
持
高
構
成
の
差
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
見
か
け
上
の
差
で
、
実
質
上
の
差
は
存
在
し

な
い
。 

 

こ
の
宗
門
別
平
均
持
高
の
順
は
、
表
７
に
示
す
宗
門
別
の
合
計
出
生
率
の
順
、
真
言
二
・
七
∨
禅
二
・
六

∨
浄
土
真
二
・
三
∨
浄
土
二
・
二
∨
法
華
一
・
七
と
は
ほ
ぼ
逆
の
順
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
宗
門
間
の
出

生
率
の
差
は
、宗
門
間
に
お
け
る
持
高
構
成
の
差
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。 

は
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
が
下
層
で
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
表
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。 

三
・
八 

持
高
別
、
宗
門
別
結
婚
出
生
率 
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宗
門
間
で
、
生
涯
未
婚
率
、
既
婚
率
、
死
離
別
率
に
目
立
っ
た
差
が
あ
り
、
真
宗
は
こ
れ
ら
か
ら
見
て
結

 

こ
の
よ
う
に
真
宗
の
結
婚
出
生
率
が
低
い
こ
と
は
、
堕
胎
・
間
引
き
を
忌
避
す
る
か
ら
高
い
と
い
う
予
想

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
真
宗
の
各
村
内
に
お
け
る
影
響
力
の
強
さ
を
考
え
る
と
、
石
見
銀
山
領
内
に
お
け

る
住
民
の
出
生
率
を
真
宗
と
そ
れ
以
外
と
で
比
較
す
る
こ
と
は
不
適
切
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
実
際
に
検
討

し
て
み
る
と
、
予
想
に
反
し
て
真
宗
の
方
が
結
婚
出
生
率
が
低
い
と
い
う
比
較
的
明
確
な
事
実
を
発
見
し
、

こ
れ
が
ど
う
い
う
原
因
に
よ
る
も
の
か
を
検
討
す
る
課
題
が
生
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
差
が
決
定
的
と
い

え
る
ほ
ど
の
も
の
か
ど
う
か
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。 

 

真
宗
の
合
計
出
生
率
は
他
宗
門
に
比
べ
わ
ず
か
に
高
い
が
、
宗
門
間
で
平
均
持
高
に
差
が
あ
り
、
宗
門
別

の
持
高
構
成
の
影
響
を
除
去
し
た
標
準
化
合
計
出
生
率
で
み
る
と
、
真
宗
と
そ
れ
以
外
の
差
は
ま
っ
た
く
な

い
。
結
婚
出
生
率
に
つ
い
て
は
逆
に
真
宗
は
他
宗
門
に
比
べ
わ
ず
か
な
が
ら
明
ら
か
に
低
い
。
こ
れ
は
、
持

高
構
成
を
考
慮
し
て
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
年
齢
別
有
配
偶
出
生
率
が
二
二
‐
二
六
歳
と
い
う
第
一
子
の

多
い
年
齢
で
真
宗
が
最
も
低
い
と
い
う
年
齢
形
態
も
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

持
高
と
結
婚
率
と
の
関
係
は
、
持
高
の
大
き
さ
に
と
も
な
っ
て
結
婚
の
優
位
性
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

持
高
と
既
婚
率
・
有
配
偶
率
と
が
お
お
む
ね
比
例
し
、
持
高
と
死
離
別
率
が
お
お
む
ね
反
比
例
す
る
と
い
う

現
象
は
基
本
的
な
事
実
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
結
婚
率
の
い
く
つ
か
の
局
面
で
最
上
層
の
一
〇
石

以
上
で
は
、
五
‐
九
石
層
よ
り
や
や
不
利
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
農
村
に
お
け
る
上
層
の
家
維
持
に
関

し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
持
高
と
出
生
率
の
正
の
相
関
が
観
察
さ
れ
る
の
は
、
そ

れ
を
補
う
一
〇
石
以
上
の
有
配
偶
出
生
率
の
大
き
さ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
持
高
構
成
を
考
慮
す
る
と
、
合
計
出
生
率
は
浄
土
真
宗
と
そ
れ
以
外
の
差
は
認
め
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
結
婚
出
生
率
（
有
配
偶
出
生
率
お
よ
び
既
婚
出
生
率
）
は
持
高
構
成
を
考
慮
し
て
も
、
浄

土
真
宗
の
方
が
低
い
。
つ
ま
り
、
堕
胎
・
間
引
き
と
関
わ
る
結
婚
出
生
率
に
つ
い
て
真
宗
に
お
け
る
そ
の
高

さ
は
否
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
結
婚
出
生
率
に
つ
い
て
持
高
構
成
を
標
準
化
し
た
値
を
、
上
記
の
対
応
す
る
標
準
化

さ
れ
た
出
生
率
と
結
婚
率
と
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。
表
15
の
右
端
に
示
す
よ
う
に
、
標
準
化
し
た
結
婚
出

生
率
は
い
ず
れ
も
浄
土
真
宗
が
そ
れ
以
外
の
宗
門
に
比
べ
て
小
さ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
三
・
九
八
対

四
・
一
六
、
三
・
四
六
対
三
・
五
四
）
。
す
な
わ
ち
有
配
偶
出
生
率
お
よ
び
既
婚
出
生
率
は
持
高
構
成
の
影

響
を
除
い
て
も
、
浄
土
真
宗
の
方
が
低
い
。
た
だ
し
、
こ
の
差
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。 

 

真
宗
の
出
生
率
が
堕
胎
・
間
引
き
を
忌
避
す
る
た
め
高
い
と
い
う
説
が
妥
当
で
あ
る
か
検
討
す
る
と
い
う

問
題
意
識
の
も
と
に
、
出
生
率
に
比
較
的
強
く
関
わ
る
持
高
と
出
生
率
と
の
関
係
を
検
討
し
た
上
で
、
真
宗

の
出
生
率
と
そ
れ
以
外
の
宗
門
と
を
比
較
す
る
研
究
を
行
っ
た
。 

後
者
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
差
は
や
や
大
き
い
（
三
・
一
二
、
二
・
九
五
）
。
一
‐
五
石
で
は
そ
の
関
係
は

逆
で
あ
り
、
差
は
大
き
い
（
三
・
八
五
対
四
・
八
二
、
三
・
三
四
対
四
・
二
八
）。
以
上
の
よ
う
に
一
石
未

満
と
一
‐
五
石
で
相
互
に
反
す
る
結
果
と
な
り
、
真
宗
と
真
宗
以
外
の
関
係
は
確
定
で
き
な
い
。 

お
わ
り
に 
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そ
れ
で
は
、
真
宗
の
高
出
生
率
は
全
く
否
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
く
、
真
宗
に

つ
い
て
あ
る
時
期
ま
で
高
出
生
率
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
と
き
か
ら
他
の
宗
門
と
差
の
な
い
出
生
率
へ
と
変
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
幕
末
の
石
見
の
状
況
は
す
で
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
状
態
で
真

宗
が
相
対
的
に
高
出
生
率
で
な
く
な
っ
た
状
況
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。
他
地
域
に
比
べ
て
高
出
生
率
だ
っ
た

か
ど
う
か
は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 

真
宗
門
徒
が
有
配
偶
出
生
率
を
意
識
的
に
統
制
し
て
い
た
と
い
う
推
定
は
、
真
宗
の
結
婚
率
の
高
さ
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
る
。
つ
ま
り
も
し
、
真
宗
門
徒
が
有
配
偶
出
生
率
を
意
識
的
に
統
制
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

統
制
が
可
能
な
結
婚
の
方
を
よ
り
強
く
統
制
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

で
は
、
こ
の
有
配
偶
出
生
率
を
統
制
す
る
方
法
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
堕
胎
・
間
引
き
も
皆
無
で
は

な
く
あ
る
程
度
使
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
程
度
は
真
宗
の
方
が
高
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

も
し
堕
胎
・
間
引
き
の
み
に
よ
る
な
ら
、
真
宗
の
有
配
偶
出
生
率
の
方
が
高
く
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
真
宗
が
低
率
と
な
る
に
は
、
他
の
方
法
を
取
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
性
交
中
絶

法coitus interruptus

で
は
な
か
ろ
う
か(

８)

。
こ
れ
は
真
宗
門
徒
の
倫
理
（
有
元
一
九
九
七
）
禁
欲
・

努
力
と
も
合
致
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
有
配
偶
出
生
率
の
統
制
は
、
持
高
別
に
有
配
偶
出
生
率
の
差
が
見
ら
れ

た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
真
宗
門
徒
だ
け
に
特
有
と
い
う
の
で
は
な
く
、
真
宗
門
徒
で
は
そ
の

程
度
が
よ
り
強
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

本
研
究
で
用
い
た
宗
門
帳
は
一
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
動
態
事
象
に
つ
い
て
直
接
の
結
果
が
な
く
、
静
態

の
結
果
の
み
に
よ
っ
て
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
利
さ
を
持
っ
て
い
る
が
、
含
ま
れ
る
人
口
が

大
き
い
（
真
宗
約
六
三
〇
〇
人
対
、
非
真
宗
約
一
三
〇
〇
人
）
た
め
比
較
的
精
緻
な
分
析
に
耐
え
る
と
い
う

長
所
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
、
得
ら
れ
た
事
実
は
あ
る
程
度
の
確
実
性
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

真
宗
門
徒
は
結
婚
出
生
率
が
他
宗
門
徒
に
比
べ
低
い
と
い
う
事
実
が
確
定
的
な
も
の
と
す
る
と
、こ
れ
ら

の
予
期
し
な
か
っ
た
課
題
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
解
答
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い(

７)

。
真
宗

門
徒
は
結
婚
出
生
率
を
低
く
統
制
す
る
と
い
う
点
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出
生
行
動
に
つ
い
て
他
宗
門
に

比
べ
よ
り
合
理
的
な
意
識
と
行
動
様
式
を
持
っ
て
い
た
、
こ
の
結
果
、
出
生
率
を
低
く
維
持
し
な
が
ら
結
婚

率
を
高
め
る
自
由
度
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

本
研
究
に
用
い
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
さ
れ
た
宗
門
改
帳

R
Y
OM
A

を
作
成
さ
れ
た
速
水
融
氏
と
落
合
恵
美

子
氏
を
中
心
と
す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（E

AP

）
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
本
研

究
は
島
根
大
学
法
文
学
部
二
〇
〇
四
‐
二
〇
〇
六
年
度
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
廣
嶋
）
、
島
根
大

学
二
〇
〇
七
年
度
萌
芽
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
田
中
則
雄
代
表
）
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研

究
（B

）
一
九
三
三
〇
〇
七
七
、
二
〇
〇
七-

〇
九
年
度
（
代
表
廣
嶋
）
と
し
て
助
成
を
受
け
た
。 

謝
辞 

婚
率
が
高
く
、
有
配
偶
出
生
率
の
低
さ
が
補
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
出
生
率
に
お
い
て
他
宗
門
と
差
が
な
く
な

る
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。こ
の
よ
う
な
構
造
が
何
を
意
味
す
る
の
か
も
ひ

と
つ
の
課
題
で
あ
る
。
真
宗
の
結
婚
率
の
高
さ
は
他
宗
門
と
の
通
婚
を
避
け
る
多
数
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 
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注 文
献 

（
８
）
こ
の
直
接
的
証
拠
を
挙
げ
る
の
は
難
し
く
、
近
代
的
避
妊
法
の
普
及
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
筆
者
は
一
九
六
九
年
長
野
県
の
小
都
市
に
お
い
て
七
〇
歳
過
ぎ
の
戦
前
農
民

運
動
家
の
男
性
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
は
バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
も
っ
ぱ
ら
膣
外
射
精
だ
っ
た
」
と
聞
い
た
。

時
代
は
四
〇
‐
五
〇
年
ず
れ
る
が
、
ひ
と
つ
の
証
言
に
な
る
だ
ろ
う
。 

（
７
）
出
稼
ぎ
に
よ
る
夫
の
不
在
は
こ
の
地
域
の
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
そ
の
頻
度
・
期
間
の
宗
門
間

の
差
が
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
推
論
す
る
。
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
前
提
が
崩
れ
る
場
合
に
は
異

な
る
議
論
が
必
要
に
な
る
。 

鬼
頭
宏
一
九
七
八
「
徳
川
時
代
農
村
の
人
口
再
生
産
構
造
‐
武
蔵
国
甲
山
村
、
一
七
七
七
‐
一
八
七
一
」『
三

田
学
会
雑
誌
』
七
一
巻
四
号 

 

立
浪
澄
子
一
九
九
七
「
越
中
の
棄
子
・
養
子
・
小
児
往
生
論
関
係
文
書
‐
浄
土
真
宗
の
浸
透
と
子
育
て
意
識

‐
」
太
田
素
子
編
『
近
世
日
本
マ
ビ
キ
慣
行
史
料
集
成
』
刀
水
書
房 

 

（
４
）
静
態
平
均
初
婚
年
齢s

in
gul
ate
 m
ea
n 
ag
e a
t 
ma
rr
ia
ge

、 
SM
AM

は
、
50
歳
ま
で
に
結
婚
す

る
者
に
つ
い
て
の
未
婚
延
べ
期
間
を
結
婚
す
る
者
に
平
均
的
に
割
り
振
っ
た
も
の
。
数
え
年
52
歳
ま
で
の

既
婚
割
合
を
使
い
、
α
＝
（
51
歳
既
婚
割
合+

52
歳
既
婚
割
合
）/

2
と
し
、SM

A
M

＝
｛
50
×
α
‐
∑
（
2

〜
51
歳
）
年
齢
別
既
婚
割
合
｝/

α
。 

（
６
）
石
見
は
大
工
・
木
挽
・
左
官
・
石
工
な
ど
と
し
て
出
稼
ぎ
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
有

元
一
九
九
七
）。 

（
５
）
こ
の
要
因
分
解
法
の
計
算
式
は
、
廣
嶋
二
〇
〇
二
参
照
。 

（
３
）E

AP

に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
シ
ー
ト
に
記
入
さ
れ
て
い
て
、
ま
だ
電
子
フ
ァ
イ
ルR

YO
MA

に

未
入
力
で
あ
っ
た
宗
門
、
持
高
、
牛
馬
の
項
目
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
追
加
入
力
し
た
。 

（
２
）
日
本
の
堕
胎
・
間
引
き
に
つ
い
て
検
討
し
たS

a
i
t
o
(
1
9
9
2
)

は
宗
教
的
要
因
に
言
及
し
て
い
な
い
。 

（
１
）
本
稿
は
、
廣
嶋
二
〇
〇
七
を
基
に
し
た
も
の
で
、
よ
り
詳
し
い
説
明
は
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

廣
嶋
清
志
二
〇
〇
一
「
出
生
率
低
下
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
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図1　村別の石高（天保郷帳）と平均持高
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図表.XLS　表1,2,3

表1　持高別家の属性
総計 1石未満 1-5 5-10 10- 不詳

軒数 6,370 1,645 899 326 220 3,280

戸主平均年齢（歳） 43.0 43.3 45.4 45.1 43.5 42.0
世帯規模（人） 4.5 4.3 5.0 5.6 6.0 4.3
戸主女性割合（％） 8.1 8.3 5.6 3.4 1.8 9.6
戸主有配偶割合（％） 79.5 76.9 86.8 91.7 87.3 77.1
平均年齢（実年齢）は数え年の単純平均-1.00で求める（本文参照）。

表2　持高別牛疋数
牛疋数 総計 1石未満 1-5 5-10 10- 不詳
総数 6,370 1,645 899 326 220 3,280

0 4,014 1,159 284 44 43 2,484
1 2,198 445 569 258 148 778
2 86 1 34 12 22 17

3～16 31 11 12 7 1
不詳 41 40 1

割合（％）
総数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

0 63.0 70.5 31.6 13.5 19.5 75.7
1 34.5 27.1 63.3 79.1 67.3 23.7

2～16 1.8 0.1 5.0 7.4 13.2 0.5
不詳 0.6 2.4 0.1 0.0 0.0 0.0

表3　持高別馬疋数
馬疋数 総計 1石未満 1-5 5-10 10- 不詳
総数 6370 1645 899 326 220 3280

0 6302 1604 896 324 209 3269
1 10 1 1 1 6 1
2 4 1 3

不詳 54 40 2 2 10
割合（％）

総数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
0 98.9 97.5 99.7 99.4 95.0 99.7
1-2 0.2 0.1 0.1 0.6 4.1 0.0

不詳 0.8 2.4 0.2 0.0 0.9 0.3

2008/6/4 10:42



図表.XLS　表4　2008/6/4　10:43

表4　郡別宗門別戸数
郡 総計 浄土 浄土真 真言 禅 天台 日蓮 法華 不詳
合計 6,370 100.0 6.5 82.8 1.2 6.0 0.0 0.0 2.9 0.6
邇摩 2,217 100.0 12.5 75.3 0.9 5.9 0.0 0.0 5.1 0.3
安濃 254 100.0 11.8 49.6 10.2 5.9 0.0 0.4 22.0 0.0
邑智 2,261 100.0 1.9 91.2 0.4 5.5 0.0 0.0 0.3 0.6
那賀 1,638 100.0 3.8 86.6 1.2 6.8 0.0 0.0 0.4 1.2



図表.XLS　表5　2008/6/4　10:44

表5　1884（明治17）年郡別寺院数：島根県

郡別 総数 天台 真言 浄土 臨済 曹洞 真 日蓮 時

合  計 1,353 37 125 125 156 330 503 69 7

出 雲 665 34 72 57 119 197 131 51 4

島根 68 5 11 6 11 27 7 1 0
秋鹿 17 0 4 0 8 5 0 0 0
意宇 98 1 14 11 10 36 17 7 2
能義 68 9 12 3 6 29 5 3 1
仁多 38 0 2 2 9 14 6 5 0
大原 51 0 7 3 9 23 8 1 0
出雲 46 0 2 3 26 6 8 1 0
楯縫 64 14 3 2 23 5 5 12 0
神門 144 3 14 22 12 36 39 17 1
飯石 71 2 3 5 5 16 36 4 0

石 見 678 3 49 67 37 128 372 18 3

仁摩 141 0 19 21 2 24 68 7 0
安濃 84 1 5 16 0 16 40 6 0
邑智 167 0 9 9 7 19 122 1 0
那賀 156 2 15 15 24 26 71 2 0
美濃 72 0 0 4 3 19 42 1 3
鹿足 58 0 1 2 1 24 29 1 0

隠 岐 10 0 4 1 0 5 0 0 0

周吉 8 0 2 1 0 5 0 0 0
穩地 0
海士 0
知夫 2 0 2

構成割合（％）

合  計 100.0 2.7 9.2 9.2 11.5 24.4 37.2 5.1 0.5

出 雲 100.0 5.1 10.8 8.6 17.9 29.6 19.7 7.7 0.6

島根 100.0 7.4 16.2 8.8 16.2 39.7 10.3 1.5 0.0
秋鹿 100.0 0.0 23.5 0.0 47.1 29.4 0.0 0.0 0.0
意宇 100.0 1.0 14.3 11.2 10.2 36.7 17.3 7.1 2.0
能義 100.0 13.2 17.6 4.4 8.8 42.6 7.4 4.4 1.5
仁多 100.0 0.0 5.3 5.3 23.7 36.8 15.8 13.2 0.0
大原 100.0 0.0 13.7 5.9 17.6 45.1 15.7 2.0 0.0
出雲 100.0 0.0 4.3 6.5 56.5 13.0 17.4 2.2 0.0
楯縫 100.0 21.9 4.7 3.1 35.9 7.8 7.8 18.8 0.0
神門 100.0 2.1 9.7 15.3 8.3 25.0 27.1 11.8 0.7
飯石 100.0 2.8 4.2 7.0 7.0 22.5 50.7 5.6 0.0

石 見 100.0 0.4 7.2 9.9 5.5 18.9 54.9 2.7 0.4

仁摩 100.0 0.0 13.5 14.9 1.4 17.0 48.2 5.0 0.0
安濃 100.0 1.2 6.0 19.0 0.0 19.0 47.6 7.1 0.0
邑智 100.0 0.0 5.4 5.4 4.2 11.4 73.1 0.6 0.0
那賀 100.0 1.3 9.6 9.6 15.4 16.7 45.5 1.3 0.0
美濃 100.0 0.0 0.0 5.6 4.2 26.4 58.3 1.4 4.2
鹿足 100.0 0.0 1.7 3.4 1.7 41.4 50.0 1.7 0.0

隠 岐 100.0 0.0 40.0 10.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

島根県1887『島根県統計書　明治17年』明治20年。1884年12月31日現在。

石見那賀郡の黄檗1寺院の表示を省略した。総数には含む。



図表.XLS 表6

表6　持高別、年齢別累積出生率、合計出生率、および平均出生年齢
年齢 合計 1石未満 1-5 5-10 10- 不詳

女子数 (7,629) (1,905) (1,234) (464) (342) (3,684)

合計 2.36 2.06 2.40 2.70 2.89 2.41

15-21　歳 0.18 0.17 0.21 0.28 0.27 0.17
22-26 0.44 0.35 0.34 0.56 0.63 0.48
27-31 0.55 0.51 0.58 0.40 0.80 0.56
32-36 0.52 0.41 0.56 0.67 0.61 0.53
37-41 0.39 0.37 0.41 0.47 0.40 0.40
42-46 0.21 0.20 0.24 0.31 0.19 0.18
47-51 0.06 0.06 0.06 0.00 0.00 0.08

平均出生年齢（歳） 33.4 33.6 33.6 33.6 31.7 33.4
出生率は1863年の1-5歳同居児による。

平均出生年齢は年齢別出生率により、単純平均から1.0歳引いた実年齢。

出生率は年齢区間の累積率。合計は合計出生率。

2008/6/4　10:45



図表.XLS　図2,3,4　2008/6/4　10:45

図2　持高（1石未満、10石以上）別、有配偶率
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図3　持高（1石未満、10石以上）別、有配偶出生率
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図4　出生率の差の要因分解：
1石未満の10石以上との差

-1.0

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0.0

0.2

合計 15-
21

22-
26

27-
31

32-
36

37-
41

42-
46

47-
51

年齢

出
生
率
の
差

有配偶出生率

有配偶率



図表.XLS　表7,図5

表7　年齢階級別出生率、合計出生率

年齢 宗門計 浄土 浄土真 真言 禅 法華

（女子数） (7576) (480) (6361) (79) (440) (216)

合計 2.26 2.17 2.28 2.73 2.56 1.72

15-21　歳 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 0.03
22-26 0.09 0.07 0.09 0.12 0.09 0.08
27-31 0.11 0.13 0.11 0.10 0.13 0.07
32-36 0.10 0.11 0.10 0.10 0.10 0.11
37-41 0.08 0.07 0.08 0.13 0.10 0.04
42-46 0.04 0.03 0.04 0.07 0.05 0.02
47-51 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.00
出生率は1863年の1-5歳同居児による。

各年齢階級別の平均出生率。

年齢欄の合計は合計出生率。

図5　宗門別年齢別出生率
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図表.XLS　表8,図6

表8　宗門別、年齢別女子の既婚率、平均初婚年齢

年齢 総数 浄土 浄土真 真言 禅 法華 不詳
（15-51女子数） (7628) (480) (6360) (79) (440) (216) (52)

総数(15-51) 0.57 0.51 0.58 0.54 0.58 0.55 0.48

15-21　歳 0.08 0.04 0.08 0.11 0.13 0.11 0.00
22-26 0.43 0.34 0.45 0.25 0.44 0.31 0.17
27-31 0.66 0.61 0.67 0.67 0.65 0.55 0.22
32-36 0.79 0.76 0.79 0.60 0.81 0.86 0.00
37-41 0.84 0.77 0.84 0.91 0.88 0.81 0.75
42-46 0.89 0.89 0.90 1.00 0.79 0.81 1.00
47-51 0.91 0.82 0.91 0.73 0.92 0.96 1.00
52- 0.91 0.85 0.92 0.87 0.92 0.93 1.00
静態平均初婚年齢
（歳） 24.2 18.9 24.5 　 27.1 23.0
合計既婚率（15-
51） 0.66 0.64 0.70 0.64 0.69 0.67 0.52

生涯未婚率 0.089 0.166 0.085 0.202 0.080 0.052 0.000
静態平均初婚年齢（SMAM）は52歳までの年齢別既婚率による。

合計既婚率は年齢区間別既婚率の単純平均。

生涯未婚率は47-51歳および52歳以上の未婚率の平均。
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図6　宗門別年齢別女子既婚率
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図表.XLS　表9,図7

表9　宗門別，年齢別女子の有配偶率
年齢 総数 浄土 浄土真 真言 禅 法華 不詳

（15-51女子数） (7629) (480) (6361) (79) (440) (216) (52)
総数 0.49 0.41 0.49 0.52 0.49 0.44 0.39
総数(15-51) 0.50 0.41 0.51 0.52 0.51 0.45 0.38

15-21　歳 0.08 0.04 0.08 0.11 0.10 0.11 0.00
22-26 0.40 0.32 0.42 0.25 0.40 0.29 0.08
27-31 0.61 0.55 0.62 0.67 0.58 0.55 0.22
32-36 0.71 0.67 0.71 0.50 0.74 0.71 0.00
37-41 0.75 0.65 0.75 0.91 0.81 0.63 0.75
42-46 0.74 0.68 0.75 1.00 0.65 0.71 0.71
47-51 0.69 0.48 0.71 0.64 0.72 0.68 0.75
52- 0.44 0.40 0.45 0.52 0.41 0.41 0.40

合計（15-51） 0.57 0.48 0.58 0.58 0.57 0.53 0.36

合計（15-51）は合計有配偶率、15-51歳各年齢区間の有配偶率の単純平均。総数に日蓮宗1を含む

図7　　宗門別、年齢別女子有配偶率
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図表.XLS　表10

表10　宗門別、年齢別女子の死離別率
年齢 総数 浄土 浄土真 真言 禅 法華 不詳
（15-51女子
数） (7629) (480) (6361) (79) (440) (216) (52)

総数 0.16 0.17 0.16 0.10 0.16 0.19 0.18
総数(15-51) 0.07 0.10 0.07 0.03 0.07 0.09 0.10

15-21　歳 0.01 0.00 0.01 0.00 0.03 0.00 0.00
22-26 0.03 0.03 0.03 0.00 0.04 0.03 0.08
27-31 0.05 0.06 0.05 0.00 0.06 0.00 0.00
32-36 0.08 0.10 0.08 0.10 0.07 0.14 0.00
37-41 0.09 0.13 0.09 0.00 0.07 0.19 0.00
42-46 0.15 0.21 0.14 0.00 0.13 0.10 0.29
47-51 0.22 0.34 0.21 0.09 0.21 0.29 0.25
52- 0.47 0.45 0.47 0.35 0.50 0.53 0.60

合計（15-51） 0.09 0.12 0.09 0.03 0.09 0.11 0.09

合計死離別率は各年齢区間の死離別率の単純平均。総数に日蓮宗1を含む。
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図表.XLS　表11,図8

表11　年齢階級別有配偶出生率、合計有配偶出生率：1859-63年

年齢 宗門計 浄土 浄土真 真言 禅 法華

（女子数） (7577) (480) (6361) (79) (440) (216)

合計 4.89 6.12 4.86 5.76 4.93 4.47

合計（22-51） 3.61 3.94 3.57 5.31 4.09 3.25

15-21　歳 0.25 0.44 0.26 0.09 0.17 0.24
22-26 0.22 0.22 0.21 0.47 0.23 0.28
27-31 0.18 0.24 0.18 0.15 0.23 0.13
32-36 0.15 0.16 0.15 0.20 0.13 0.16
37-41 0.11 0.11 0.11 0.14 0.12 0.06
42-46 0.06 0.05 0.06 0.07 0.08 0.02
47-51 0.02 0.01 0.02 0.03 0.03 0.00
出生率は1-5歳同居児による。

各年齢階級別の平均出生率を有配偶率で除したもの。

年齢欄の合計は合計有配偶出生率。

総数に日蓮宗1を含む。

図8　宗門別年齢別有配偶出生率
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表12　宗門別，持高別，女性数
総数 持高不詳 持高計 平均(石） 1石未満 1-5 5-10 10-

総数 10,492 5,063 5,429 4.0 47.9 30.9 12.4 8.8
浄土 652 381 271 4.9 62.4 22.9 5.2 9.6
浄土真 8,767 4,126 4,641 3.8 46.5 32.0 13.2 8.4
真言 113 69 44 2.4 56.8 25.0 13.6 4.5
禅 601 298 303 5.6 46.2 30.0 11.6 12.2
日蓮 1 1 0
法華 293 188 105 6.8 38.1 28.6 7.6 25.7
不詳 65 0 65 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
女性は年齢13歳以上。



図表.XLS　表13,14,15
表14　　持高・宗門別（2区分）合計既婚率・合計有配偶率・合計死離別率

持高(石） 総数 浄土真 真宗以外
真宗以外
（標準化）

合計既婚率

総数 0.66 0.66 0.63 0.63

1未満 0.63 0.64 0.61
1-5 0.67 0.67 0.67
5-10 0.70 0.70 0.68
10- 0.70 0.68 0.75
不詳 0.66 0.67 0.61

生涯未婚率
総数 0.09 0.09 0.11 0.10
1未満 0.11 0.11 0.09
1-5 0.07 0.07 0.04
5-10 0.05 0.05 0.00
10- 0.05 0.05 0.10
不詳 0.10 0.09 0.14

合計有配偶率

総数 0.57 0.58 0.52 0.54

1未満 0.53 0.54 0.50
1-5 0.59 0.59 0.59
5-10 0.63 0.63 0.63
10- 0.59 0.57 0.67
不詳 0.57 0.58 0.51

合計死離別率

総数 0.09 0.09 0.10 0.09

1未満 0.10 0.09 0.12
1-5 0.09 0.09 0.08
5-10 0.07 0.07 0.04
10- 0.10 0.11 0.08
不詳 0.09 0.08 0.10

女子数

総数 7628 6361 1267

1未満 1905 1572 333
1-5 1234 1090 144
5-10 464 416 48
10- 342 283 59
不詳 3683 3000 683
真宗以外（標準化）は真宗以外が真宗と同じ持高構成であると仮定した場合の値。
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表13　持高・宗門別（2区分）合計出生率

持高(石） 総数 浄土真 真宗以外
真宗以外
（標準化）

総数 2.28 2.29 2.19 2.23
1石未満 1.95 1.98 1.81
1-5 2.32 2.25 2.87
5-10 2.66 2.71 2.22
10- 2.74 2.52 3.73
不詳 2.33 2.39 2.08

女子数
総数 9,678 8,084 1,594
1石未満 2,379 1,976 403
1-5 1,552 1,369 183
5-10 603 547 56
10- 448 364 84
不詳 4,696 3,828 868
5歳階級別出生率による。

真宗以外（標準化）は真宗以外が真宗と同じ持高構成であると仮定した場合の値。

表15　持高・宗門別（2区分）合計有配偶出生率比と合計既婚出生率比

持高(石） 総数 浄土真 真宗以外
真宗以外
（標準化）

合計有配偶出生率比
総数 4.01 3.98 4.18 4.16
1石未満 3.67 3.67 3.65
1-5 3.96 3.85 4.82
5-10 4.22 4.30 3.49
10- 4.63 4.39 5.56
不詳 4.09 4.08 4.08

合計既婚出生率比
総数 3.47 3.46 3.51 3.54
1石未満 3.09 3.12 2.95
1-5 3.45 3.34 4.28
5-10 3.81 3.86 3.28
10- 3.94 3.69 4.99
不詳 3.56 3.58 3.42
合計有配偶出生率比は合計出生率を合計有配偶率で除したもので、

年齢別有配偶出生率（年齢別出生率/年齢別有配偶率）にもとづく合計有配偶出生率の代用指標。

合計既婚出生率比は合計出生率を合計既婚率で除したもので、

年齢別既婚出生率（年齢別出生率/年齢別既婚率）にもとづく合計既婚出生率の代用指標。

真宗以外（標準化）は真宗以外が真宗と同じ持高構成であると仮定した場合の値。
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